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 ３月９日から２４日までの会期で開催
されました。
　町長・教育委員会行政報告があり
ました。
　議案は、町道路線認定案1件、工
事請負契約締結の議決内容の一部
変更案1件、条例案３件、予算案１１
件、計１６件すべて可決しました。
一般質問は７議員１０項目の質問が
ありました。
　決議案１件を審議しました。

「効率化・省力化」「雇用創出」「地域コミュニティの維持」「ゴミ処理コストの低減」「読書活動」

平成23年度　一般会計　99億円の骨格予算全員賛成　可決
　平成23年度の税収は、現年度分の個人町民
税で、平成22年度の決算見込額を4,165万
円下回る13億1,549万円。
　また、法人町民税でも同様に決算見込額を
494万円下回る2億764万円になると推計さ
れ、今後も厳しい財政状況が想定される。
　一般財源ベースでの経常的事業における事業
費総額を複数年度で管理できるように、課別の
「枠配分予算」を導入している。

歳 入 歳 出

町民税
15億5,211万8千円
15.6％

固定資産税
14億3,400万6千円
14.5％ 町たばこ税

1億9,570万円
2.0％

登山道・観光マップ作成 自治会美化活動 最終処分場２期工事基本計画 子ども読書の日（４月23日）

限られた予算
を有効に ！

３ 月 定 例 会
　
周
辺
農
地
の
開
発
等
に
よ
る
宅
地
化
に
伴
い
、歩
行
者
や

車
両
の
通
行
が
増
加
し
、道
路
改
良
を
図
り
、総
延
長
１
５

０
メ
ー
ト
ル
の
早
見
13
号
線
を
町
道
に
。　（

全
員
賛
成
で
可
決
）

町
道
路
線
の
認
定

　
法
面
工
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増
工
等
に
伴
い
１
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０
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６
千
円
増
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５
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７
千
円
で
工
事
請
負
契
約
の
変
更
を
行
う
。　

（
全
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賛
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決
）

平
成
21
年
度
　
神
武
原
地
区

　
水
路
災
害
復
旧
工
事
の
法
面
増
工

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
の
交
付
手
数
料
無
料
と
自
動

交
付
機
に
よ
る
証
明
書
の
手
数
料
減
額
の
期
間
を
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
２
年
間
延
長
す
る
。（

賛
成
11
：
反
対
２
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
の
普
及
を
図
る

　
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
、基
本
構
想
に
掲
げ
る
基
本
理

念「
再
生
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ま
な
び
の
森
に
育
む
地
域
力
で

築
く
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
行
政
組
織
機

構
を
再
編
。

　「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
」「
子
育
て
支
援
課
」を
新
設
。

●
総
合
政
策
経
営
課

●
総
務
課

　

●
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

●
税
務
課

●
住
民
課

●
健
康
福
祉
課

●
子
育
て
支
援
課

●
環
境
課

●
産
業
振
興
課

●
都
市
整
備
課

　

●
上
下
水
道
課

平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。（

賛
成
11
：
反
対
２
）

宇
美
町
行
政
９
課
体
制
か
ら
11
課
へ

自主財源　42.6％

民生費
31億3,711万6千円
31.7％

衛生費
13億5,070万8千円 
13.6％公債費

12億680万2千円
12.2％

総務費
10億9,965万2千円
11.1％

教育費
9億8,875万7千円
10.0％

諸支出金
7億9,103万1千円
8.0％

土木費
5億9,815万8千円
6.1％

消防費
3億8,024万9千円
3.8％

その他 3億5,126万8千円
3.5％

軽自動車税
6,875万9千円
0.7％

その他
9億7,239万７千円
9.8％

地方交付税
25億4,218万3千円
25.7％

国庫支出金
10億4,586万5千円
10.5％ 

町債　8億7,130万円
8.8％

県支出金
6億9,991万3千円
7.1％

地方消費税交付金
3億1,000万円　3.1％

その他　2億1,150万円
2.2％

重点
施策

依存財源　57.4％
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３月定例議会平成23年度
当初予算

平成22年度
補正予算

●
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宅
老
人
介
護
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当
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成
事
業
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６
万
円
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額

●
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人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
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４
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１
万
円
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額

●
国
庫
支
出
金
返
還
金
　
　
　
　
　
　
　
１
６
９
万
円
減
額

●
国
民
年
金
事
務
関
係
費
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２
万
円
減
額

●
県
介
護
保
険
広
域
連
合
負
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金
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，７
１
６
万
円
減
額

●
乳
幼
児
医
療
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
５
万
円
増
額

●
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童
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育
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営
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託
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２
３
万
円
減
額

●
子
ど
も
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
９
万
円
減
額

●
妊
婦
検
診
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
６
７
９
万
円
減
額

●
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
委
託
料
　
　
　
　
　  

５
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７
８
万
円
増
額

●
ご
み
処
理
用
指
定
袋
等
製
作
費
　
　
　
２
４
５
万
円
減
額

●
最
終
処
分
場
２
期
工
事
基
本
計
画
書
等
作
成
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
０
万
円
減
額

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
９
万
円
減
額

●
宇
美
町
・
志
免
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

　
・
宇
美
志
免
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　
５
７
８
万
円
減
額

　
・
宇
美
志
免
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
１
，５
８
０
万
円
減
額

●
農
業
振
興
推
進
事
業
費
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円
減
額

補
正
予
算
審
査

会計区分 当初予算 採　　決

上水道

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療保険

流域関連下水道事業

収益的支出

資本的支出

9 9 億  0 , 3 7 4 万  1 千 円

4 5 億  5 , 5 0 8 万  3 千 円

3 億  1 , 9 4 8 万  5 千 円

1 2 億  5 , 9 5 1 万  1 千 円

6 億  2 , 7 3 3 万  6 千 円

4 億  2 , 7 8 8 万  8 千 円

全員賛成

賛成11人：反対２人

賛成11人:反対２人

全員賛成

全員賛成

会 計 区 分 補正額 補正後の予算 採　　決

上水道

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療保険

流域関連下水道事業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

101億2,872万4千円

41億0,676万1千円

2億9,602万6千円

11億6,747万6千円

6億1,890万0千円

3億0,063万8千円

▲1億0,255万6千円

▲1,798万8千円

▲437万3千円

▲6,750万6千円

▲881万7千円

▲4,311万5千円

全員賛成

全員賛成

賛成11人:反対２人

全員賛成

全員賛成

平成23年2月8日開催平成23年第1回臨時議会
きめ細やかな・住民生活に光りを注ぐ交付金活用

平成22年度一般会計補正予算
9，835万円を追加 可決！

ひばりが丘 3丁目地内
法面補修工事 2,205万円

林道割石支線 2号整備工事

900万円

林崎歩道橋改修工事
1,000万円

子宮頸がんワクチン接種
ヒブワクチン接種
小児肺炎球菌ワクチン接種事業

2,074万4千円

ゆりが丘 6丁目地内
排水路補修工事 450万円

四王寺坂地内排水路補修工事
500万円

六反田堰開閉機取替工事

164万5千円

中ノ原池斜樋改良工事

525万円

学校図書館支援事業
500万円
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１
，５
８
０
万
円
減
額

●
農
業
振
興
推
進
事
業
費
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円
減
額

補
正
予
算
審
査

会計区分 当初予算 採　　決

上水道

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療保険

流域関連下水道事業

収益的支出

資本的支出

9 9 億  0 , 3 7 4 万  1 千 円

4 5 億  5 , 5 0 8 万  3 千 円

3 億  1 , 9 4 8 万  5 千 円

1 2 億  5 , 9 5 1 万  1 千 円

6 億  2 , 7 3 3 万  6 千 円

4 億  2 , 7 8 8 万  8 千 円

全員賛成

賛成11人：反対２人

賛成11人:反対２人

全員賛成

全員賛成

会 計区分 補正額 補正後の予 算 採　　決

上水道

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療保険

流域関連下水道事業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

101億2,872万4千円

41億0,676万1千円

2億9,602万6千円

11億6,747万6千円

6億1,890万0千円

3億0,063万8千円

▲1億0,255万6千円

▲1,798万8千円

▲437万3千円

▲6,750万6千円

▲881万7千円

▲4,311万5千円

全員賛成

全員賛成

賛成11人:反対２人

全員賛成

全員賛成

平成23年2月8日開催平成23年第1回臨時議会
きめ細やかな・住民生活に光りを注ぐ交付金活用

平成22年度一般会計補正予算
9，835万円を追加 可決！

ひばりが丘 3丁目地内
法面補修工事 2,205万円

林道割石支線 2号整備工事

900万円

林崎歩道橋改修工事
1,000万円

子宮頸がんワクチン接種
ヒブワクチン接種
小児肺炎球菌ワクチン接種事業

2,074万4千円

ゆりが丘 6丁目地内
排水路補修工事 450万円

四王寺坂地内排水路補修工事
500万円

六反田堰開閉機取替工事

164万5千円

中ノ原池斜樋改良工事

525万円

学校図書館支援事業
500万円
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Q＆A 一 般 質 問 町政を問う

追跡
あれはどげん
なっとりますと? 

あれはどげん
なっとりますと? 

あれはどげん
なっとりますと? 

　住民と行政の協働で平成16年６月事業開始した「みるみるウォーク事業」230名を超える協力員
の登録があり、子ども達の登下校時の見守りや通学路等の危険箇所の情報を町に提供して頂いて
います。

　　

　宇美町には将来地震を発生させる可能性がある活断層「宇美断層」があり、宇美断層が分布する
福岡市東区から筑紫野市にかけて東側に西山断層、西側に警固断層が分布している。宇美断層の
活動がないとしても、周辺活断層の活動により大きな揺れに見舞われることが予想され、地震に対
する備えが必要になる。
　宇美町では、｢建築物の耐震改修の促進に関する法律｣第４条に基づき、国、県と連携し、建築物
の耐震診断および耐震改修の促進を図るため、「宇美町耐震改修促進計画」を平成22年度事業と
して策定。
　水防用資機材の整備は平成23年３月末までに、国の社会資本整備総合交付金で防災倉庫（12
フィートドライコンテナ）を設置した。倉庫内には、土嚢をはじめ棒杭、ブルーシート、ウォーター・ゲ
ート、救助工具箱セットなどの備品を収納し、非常時に備える。

（防災倉庫設置場所）
　　●役場農林倉庫横
　　●役場建設課裏
　　●消防団１分団倉庫横
　　●消防団２分団倉庫横
　　●消防団６分団倉庫横
　　●消防団７分団倉庫横
　　●消防団10分団倉庫横
　　●平成区公民館敷地内
　　●光正寺古墳公園駐車場横
　　●ひばりが丘入口交差点横
　　　広場　

「安全安心まちづくり」

防災対策は万全か
～一般質問のその後～
防災対策は万全か
～一般質問のその後～

防犯強化

防災対策 災害時には自助７割・共助２割・公助１割
住民の自主防災組織の輪を！

防災倉庫
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解
消
は
。

町
長　

本
町
で
は
、
原
田

保
育
園
で
一
時
保
育
を
実

施
し
、
子
育
て
疲
れ
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
対
応
し
て

い
る
。
各
保
育
園
が
地
域

の
子
育
て
拠
点
と
な
る
よ

う
育
児
相
談
等
の
機
能
を

充
実
す
る
。

古
賀　

保
育
園
の
民
営
化

検
討
委
員
会
の
協
議
経
過

の
進
展
は
。

町
長　

有
識
者
や
関
係
機

関
、
保
護
者
の
代
表
等
と

協
議
し
て
い
る
が
、
方
向

性
を
示
す
ま
で
に
至
っ
て

い
な
い
。
様
々
な
視
点
か

ら
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。

の
確
保
と
空
き
部
屋
等
の

課
題
が
あ
り
難
し
い
。

古
賀　

兄
弟
姉
妹
が
同
じ

保
育
園
に
入
園
で
き
、
保

育
園
の
送
迎
や
行
事
の
参

加
、
保
護
者
の
負
担
の
軽

減
は
。

町
長　

年
度
途
中
で
空
き

園
が
な
く
別
々
の
園
に
３

世
帯
が
通
園
し
て
い
る
。

　

新
年
度
に
は
一
緒
に
入

園
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た

い
。

古
賀　

マ
イ
保
育
園
登
録

事
業
は
出
産
を
控
え
た
保

護
者
等
が
身
近
な
保
育
園

に
登
録
し
、
保
育
園
に
入

所
し
て
い
な
い
時
期
に
保

育
士
等
か
ら
継
続
的
な
支

援
を
受
け
る
育
児
不
安
の

古
賀　

う
み
っ
子
未
来
プ

ラ
ン
は
平
成
22
年
度
か
ら

５
年
間
で
取
り
組
む
後
期

行
動
計
画
だ
が
、保
育
ニ
ー

ズ
に
ど
う
応
え
て
い
く
の

か
。
入
園
予
約
制
の
導
入

で
早
期
に
入
園
決
定
し
職

場
復
帰
へ
の
不
安
の
解
消

は
。

町
長　

予
約
制
を
取
る
た

め
に
は
、
多
数
の
保
育
士

平成 23年５月 13日発行
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７

古
賀 

ひ
ろ
子 

議
員

町長：育児相談等の
　　　　　　　支援拠点に

保育サービスの充実を

▲元気一杯！

子
育
て
支
援

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
巨
大
地

震
、
大
津
波
、
原
発
炉
心
溶
融

な
ど
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の

地
震
と
そ
れ
に
誘
発
し
た
未
曾

有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。

　

宇
美
町
議
会
は
町
民
を
代
表

し
、
今
回
の
地
震
と
津
波
に
よ
っ

て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
災
地
の
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
超
巨
大
な
地
震
・
津

波
、
そ
の
後
に
続
く
余
震
な
ど

に
対
し
て
、
い
ま
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
命
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
方
々
、
行

方
不
明
の
方
々
の
救
助
と
捜
索

を
行
う
こ
と
、
原
発
災
害
や
二

次
被
害
の
危
険
を
除
去
す
る
た

め
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

救
援
の
手
が
遅
れ
て
被
害
が
増

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
迅
速
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
政
府
が
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
尽
く
す
こ
と
と
、
被

災
地
の
方
々
の
実
態
と
要
望
に

応
え
る
緊
急
対
策
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

　

本
町
議
会
は
、
今
回
の
地
震
・

津
波
・
原
発
災
害
で
被
害
を
受

け
た
方
々
を
救
援
す
る
た
め
に
、

物
心
両
面
で
の
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
全
町
民
へ
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
本
町
議
会
も
被
災
地
の

方
々
の
苦
難
に
思
い
を
寄
せ
、

町
民
の
先
頭
に
立
っ
て
全
力
で

支
援
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
ま

す
。

（
平
成
23
年
３
月
16
日

全
員
賛
成
で
採
択
）

　

宇
美
町
議
会
は
議
員
個
人
か

ら
徴
収
し
、
義
援
金
30
万
円
を

平
成
23
年
３
月
18
日
付
に
お
い

て
日
本
赤
十
字
社
に
寄
託
し
ま

し
た
。

Q＆A 一 般 質 問 町政を問う

追跡
あれはどげん
なっとりますと? 

あれはどげん
なっとりますと? 

あれはどげん
なっとりますと? 

　住民と行政の協働で平成16年６月事業開始した「みるみるウォーク事業」230名を超える協力員
の登録があり、子ども達の登下校時の見守りや通学路等の危険箇所の情報を町に提供して頂いて
います。

　　

　宇美町には将来地震を発生させる可能性がある活断層「宇美断層」があり、宇美断層が分布する
福岡市東区から筑紫野市にかけて東側に西山断層、西側に警固断層が分布している。宇美断層の
活動がないとしても、周辺活断層の活動により大きな揺れに見舞われることが予想され、地震に対
する備えが必要になる。
　宇美町では、｢建築物の耐震改修の促進に関する法律｣第４条に基づき、国、県と連携し、建築物
の耐震診断および耐震改修の促進を図るため、「宇美町耐震改修促進計画」を平成22年度事業と
して策定。
　水防用資機材の整備は平成23年３月末までに、国の社会資本整備総合交付金で防災倉庫（12
フィートドライコンテナ）を設置した。倉庫内には、土嚢をはじめ棒杭、ブルーシート、ウォーター・ゲ
ート、救助工具箱セットなどの備品を収納し、非常時に備える。

（防災倉庫設置場所）
　　●役場農林倉庫横
　　●役場建設課裏
　　●消防団１分団倉庫横
　　●消防団２分団倉庫横
　　●消防団６分団倉庫横
　　●消防団７分団倉庫横
　　●消防団10分団倉庫横
　　●平成区公民館敷地内
　　●光正寺古墳公園駐車場横
　　●ひばりが丘入口交差点横
　　　広場　

「安全安心まちづくり」

防災対策は万全か
～一般質問のその後～
防災対策は万全か
～一般質問のその後～

防犯強化

防災対策 災害時には自助７割・共助２割・公助１割
住民の自主防災組織の輪を！

防災倉庫

「
東
日
本
大
震
災
」

支
援
に
向
け
て
の
決
議
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Q＆A 一  般  質  問 町政を問う

年
々
伸
び
て
き
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
に
管
理
棟

を
解
体
し
て
駐
車
場
を
整

備
す
る
。

　

大
地
震
の
後
で
交
付
税

等
が
本
年
度
並
み
に
く
る

の
か
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
、
宇
美
町
公
共
施
設

再
編
計
画
を
作
成
中
だ
。

　

耐
震
診
断
も
含
め
て
今

後
ど
う
す
る
か
検
討
し
た

い
。

な
っ
て
い
く
。

　

利
用
者
の
声
は
「
浴
室

特
に
脱
衣
所
が
狭
い
」「
学

習
室
が
小
部
屋
ば
か
り
で

狭
い
」
な
ど
。

　

施
設
の
建
設
に
補
助
金

が
付
か
な
い
現
在
、
町
単

独
で
建
て
替
え
る
か
改
築

を
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

の
考
え
は
。

町
長　

く
す
の
杜
は
国
の

補
助
金
で
建
設
し
た
。
耐

用
年
数
は
47
年
で
、
残
存

価
格
が
残
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
は
平
成
21
年
度

で
３
万
７
，
２
１
８
人
と

垣
内　

昭
和
54
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
く
す
の
杜
」
は
、

す
で
に
築
31
年
を
経
過
し

て
い
る
。
町
内
の
施
設
の

中
で
、
稼
動
率
は
一
番
多

い
。

　
「
建
て
替
え
の
要
望
」
は

以
前
よ
り
出
て
い
た
が
、

団
塊
の
世
代
の
退
職
等
に

よ
り
手
狭
さ
が
切
実
に

区
分
な
ど
は
。

町
長　

地
域
の
実
情
に

合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
介
護
リ
ス
ク
等
の

指
標
把
握
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
、
量
を
見
込

み
居
宅
、
施
設
介
護
、
地

域
介
護
、
密
着
型
介
護
な

ど
を
策
定
し
決
定
す
る
。

　

介
護
保
険
者
が
年
齢
65

歳
以
上
の
15
％
を
対
象
に

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

３
月
の
広
報
う
み
で
周

知
し
て
い
る
。

西
依　

高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
で
き
る
総
合
窓

口
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
所
在
は
。

町
長　

窓
口
は
、
久
山
町

西
依　

日
本
は
世
界
に
類

を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
超

高
齢
化
社
会
に
入
り
、
65

歳
以
上
の
人
口
割
合
は
２

０
５
５
年
に
４
割
を
超
え

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
４
月
に
は「
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

が
行
わ
れ
る
。

　

本
事
業
の
目
的
、
実
施

内
容
、
実
施
主
体
、
年
齢

役
場
横
に
事
務
所
が
あ
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
役
場
窓
口
に

設
置
し
、
社
会
福
祉
士
等

が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

西
依　

脳
卒
中
は
、
要
介

護
が
必
要
に
な
る
原
因
の

第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

予
防
対
策
の
取
組
み
と

今
後
の
課
題
は
。

町
長　

要
支
援
、
要
介
護

状
態
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

人
を
対
象
に
運
動
機
能
向

上
な
ど
予
防
教
室
を
実
施
。

　

65
歳
以
上
の
全
高
齢
者

を
対
象
に
、
健
康
相
談
、

男
の
料
理
教
室
、
出
前
講

座
等
を
実
施
し
て
い
る
。

▲介護予防の拠点

高
齢
者
対
策 町長：介護サポートは

　　　　　　　役場窓口で　

西
依 

和
彦 

議
員

安心して暮らせる
町づくり

垣
内 

京
子 

議
員

町長：�今後、検討したい

建て替えか
改築の計画は

▲高齢者憩いの場

く
す
の
杜

そ
の
他
の
質
問

●�

町
税
等
の
滞
納
状
況

に
つ
い
て
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独
事
業
、
９
６
１
万
円
、
合

計
５
億
３
，
８
６
１
万
円

の
事
業
費
で
、
町
の
負
担

金
は
、
補
助
分
６
分
の
１
、

単
独
費
４
分
の
１
で
合
計

９
，
０
５
７
万
円
に
な
る
。

　

土
井
・
宇
美
線
の
用
地

買
収
は
、
平
成
22
年
度
末

の
見
込
み
で
全
面
積
４
，

７
１
９
㎡
に
対
し
、
70
・

９
％
で
あ
る
。

　

橋
梁
工
事
は
、
平
成
24

年
度
秋
口
の
渇
水
期
に
下

部
工
、
平
成
25
年
度
に
上

部
工
と
残
り
の
道
路
整
備

の
予
定
で
鋭
意
努
力
す
る
。

　

地
権
者
の
皆
様
方
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
得
な
が

飛
賀　

都
市
計
画
道
路
志

免
・
宇
美
線
及
び
土
井
・

宇
美
線
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

志
免
・
宇
美
線
の

用
地
買
収
は
平
成
22
年
度

中
に
95
％
を
超
え
、
平
成

23
年
度
中
に
100
％
確
保
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
、
県
の
総

事
業
と
し
て
補
助
事
業
５

億
２
，
９
０
０
万
円
、
単

ら
事
業
を
進
め
て
い
る
。

飛
賀　

学
校
施
設
の
耐
震

化
は
終
了
し
た
が
災
害
時

の
避
難
場
所
に
使
わ
れ
る

他
の
公
共
施
設
の
耐
震
化

は
。

町
長　

中
央
公
民
館
は
、

平
成
23
年
度
に
耐
震
工
事

の
予
定
。
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
23
年
度
に

耐
震
診
断
、
そ
の
結
果
で

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基

づ
き
進
め
て
い
く
。
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Q＆A 一  般  質  問 町政を問う

▲中央公民館

都
市
基
盤

町長：鋭意努力する

飛
賀 

貴
夫 

議
員

道路整備と
公共施設の耐震化

人
投
資
の
落
ち
込
み
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

制
度
を
悪
用
し
た
業
者

の
被
害
の
問
題
が
予
想
さ

れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
こ
の

制
度
を
導
入
す
る
に
は
更

に
検
討
し
て
い
く
余
地
が

あ
る
。

鳴
海　

近
隣
の
町
で
制
度

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

町
長　

十
分
、
今
後
調
査

研
究
す
る
。

　

こ
の
議
題
に
つ
い
て
は

何
度
か
取
り
上
げ
て
き
た

が
、
こ
の
間
の
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
実
態
、
経
済

効
果
等
を
真
剣
に
調
査
、

研
究
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　

町
が
特
定
の
個
人

の
資
産
を
増
加
さ
せ
る
事

は
、
今
の
財
政
が
厳
し
い

中
で
は
予
算
化
が
困
難
で

あ
る
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る

業
者
以
外
の
救
済
に
は
な

り
に
く
い
。

　

補
助
を
受
け
る
人
の
優

先
順
位
の
決
定
が
難
し
い
。

　

仮
に
制
度
を
導
入
し
た

場
合
、
制
度
終
了
後
の
個

鳴
海　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
と
は
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
際
、
自
治

体
が
費
用
を
一
部
負
担
す

る
制
度
で
あ
る
。

　

既
に
各
地
で
実
施
さ
れ
、

雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済

の
振
興
等
に
効
果
を
あ
げ

て
い
る
。

　

粕
屋
町
で
も
予
算
を
組

む
予
定
で
あ
る
。

鳴
海 

圭
矢 

議
員

町長：今後、調査研究する

住宅リフォーム
助成制度を

産
業
振
興

▲住宅リフォーム

そ
の
他
の
質
問

●�

自
動
体
外
式
除
細
動

器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
普

及
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

●�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
町
に
与
え

る
影
響
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の
確
保
は
厳
し
い
。
前
年

並
み
の
収
納
率
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
対
処
し
た
い
。

　

賃
上
げ
が
必
要
な
事
は

認
識
を
同
じ
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で

も
企
業
の
判
断
で
あ
る
。

　

企
業
の
内
部
留
保
、
税

制
に
つ
い
て
は
一
地
方
自

治
体
が
扱
う
の
は
無
理
で

あ
る
が
研
究
等
し
て
い
き

た
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
対
応
と
し

て
は
あ
く
ま
で
も
国
の
動

向
を
注
視
す
る
し
か
な
い
。

　

民
間
給
与
が
連
続
し
て

減
ら
さ
れ
る
中
、
町
税
等

の
収
納
率
向
上
が
見
込
め

る
の
か
。
賃
上
げ
こ
そ
必

要
で
は
。

　

社
会
保
障
・
税
金
と
も

こ
れ
以
上
の
住
民
負
担
は

無
理
。「
大
企
業
の
た
め
こ

み
を
国
民
本
位
に
使
う

ル
ー
ル
」
を
。

　

税
制
等
の
不
合
理
を
廃

し
、
町
と
し
て
大
資
産
家

等
へ
の
い
き
す
ぎ
た
減
税

に
メ
ス
を
入
れ
る
努
力
を
。

町
長　

個
人
所
得
が
減
少

す
る
中
、
徴
税
等
の
税
収

山
野　

出
口
の
見
え
な
い

「
閉
塞
感
」
の
中
の
日
本
。

　

と
く
に
経
済
の
停
滞
に

は
、
多
く
の
住
民
が
不
安

感
を
い
だ
い
て
い
る
。

　

町
長
行
政
報
告
で
も
平

成
23
年
度
個
人
町
民
税
は

前
年
度
決
算
見
込
み
を
４

千
万
円
超
下
回
る
と
推
定

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
想
定
し
て
い
る
。

ら
平
成
22
年
11
月
末
で
、

入
院
は
２
２
７
件
で
あ
る
。

犬
塚　

患
者
、
病
院
の
対

応
で
減
少
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
適
正
な
医
療
行
為

か
ど
う
か
レ
セ
プ
ト
点
検

等
で
医
療
機
関
の
調
査
、

指
導
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
は
医
療
行
為
に

対
す
る
調
査
・
指
導
の
権

限
は
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
（
九
州
厚

生
局
）
県
の
保
険
医
療
介

護
部
で
指
導
、
会
計
検
査

院
で
も
不
正
請
求
等
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

犬
塚　

特
定
検
診
の
受
診

率
が
低
い
が
保
健
指
導
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

犬
塚　

町
の
健
康
保
険
事

業
会
計
は
年
々
拡
大
し
、

赤
字
財
政
状
況
で
一
般
会

計
よ
り
繰
り
入
れ
て
運
営

し
て
い
る
。

　

増
加
の
原
因
が
、
長
期

入
院
、
薬
の
調
剤
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

町
長　

診
療
形
態
の
区
分

は
、
入
院
・
外
来
・
歯
科
・

調
剤
。
平
成
22
年
３
月
か

町
長　

対
象
者
は
40
歳
～

74
歳
ま
で
の
国
保
被
保
険

者
で
約
６
千
名
で
あ
る
。

　

健
康
福
祉
課
と
協
力
し

て
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

犬
塚　

医
療
費
の
支
払
い

が
適
正
か
ど
う
か
、
レ
セ

プ
ト
点
検
は
。

町
長　

国
保
連
合
会
の
第

１
次
審
査
後
、
町
で
は
縦

覧
点
検
、突
合
点
検
と
い
っ

た
方
式
で
第
２
次
審
査
も

行
っ
て
い
る
。

　

今
年
５
月
か
ら
国
保
連

合
会
で
シ
ス
テ
ム
が
電
子

化
さ
れ
、
医
療
費
の
削
減

効
果
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
期
待
し
て
い
る
。 ▲特定検診受診者

医
療
保
険

町長：特定検診受診向上

犬
塚 

齊 

議
員

医療費増加の対策は

山
野 

芳
則 

議
員町長：�国の動向を注視

町として政治の行きづま
りをどう打開できるか

▲国会議事堂

税
制
改
革

Q＆A 一 般 質 問 町政を問う
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委
員
長　

藤
木　
　

匠

副
委
員
長　

西
依　

和
彦

委　
　

員　

岸
本　

光
男

委　
　

員　

松
下　

弘
毅

委　
　

員　

藤
野　

莞
嗣

委　
　

員　

中
市　

和
博

委　
　

員　

鳴
海　

圭
矢

上
下
水
道
課

◆�

宇
美
町
の
下
水
道
普
及
率
は
、
全

人
口
の
85
・
４
％
に
達
し
て
い
る

が
、
今
後
は
優
先
順
位
を
決
め
て

整
備
を
進
め
て
い
く
。

建
設
課

◆�

ひ
ば
り
が
丘
43
号
線
、
四
王
寺
坂

の
溢
水
対
策
工
事
な
ど
６
箇
所
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

住
民
課

　　
◆�

39
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
が
恒

久
化
さ
れ
た
。

健
康
福
祉
課

◆�

保
育
園
（
５
園
）
合
計
で
、
定
員

６
０
０
名
に
対
し
、
６
３
９
名
の

見
込
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

�　

柳
原
保
育
園
の
約
94
％
を
除
き

他
の
４
園
は
全
て
定
員
を
超
え
て

い
る
。

優
先
順
位
を
決
め
て

今
後
の
主
な
工
事

暫
定
期
限
平
成
23
年
３
月
末

建
設
厚
生
常
任
委
員
会

委員会報告委員会報告委員会報告

委
員
長　

犬
塚　
　

齊

副
委
員
長　

垣
内　

京
子

委　
　

員　

櫻
木　
　

悟

委　
　

員　

山
野　

芳
則

委　
　

員　

古
賀
ひ
ろ
子

委　
　

員　

飛
賀　

貴
夫

総
務
課

◆�

平
成
23
年
１
月
４
日
か
ら
新
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
た
。
３
町

共
同
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
ま
で
の
手
順

が
簡
素
化
さ
れ
、
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
情
報
発
信
が
可
能
と

な
っ
た
。
利
用
者
の
立
場
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
で
き
る
よ
う
要

請
し
た
。

◆�

過
日
発
生
し
た
火
災
や
ボ
イ
ラ
ー

事
故
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
質
し

た
。
消
防
署
・
警
察
署
や
労
働
基

準
局
と
連
携
を
図
り
、
安
全
安
心

な
町
を
目
指
す
よ
う
要
請
し
た
。

学
校
教
育
課

◆�

新
学
習
指
導
要
領
の
本
格
実
施

や
、
い
じ
め
等
の
学
校
教
育
上
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
教
員
が

子
ど
も
一
人
一
人
に
向
き
合
う
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
で
質
の
高
い
教
育
の
実
現

が
急
務
。
こ
の
た
め
、
35
人
以
下

学
級
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

は
、
小
学
１
年
生
に
つ
い
て
制
度

化
す
る
報
告
を
受
け
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

宇
美
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新

町
内
の
火
災
等
の
対
応
は

35
人
以
下
学
級
の
導
入

Q＆A 一 般 質 問 町政を問う

平
成
23
年
度　

入
園
申
請

▲園内で遊ぶ子どもたち

▲宇美小学校
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議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしております。

※ 詳しくは５月下旬に宇美町議会事務局(TEL092-934-2248)まで
お問い合わせください。

議会事務局のメールアドレスが変更になりました。
gikai@town.umi.lg.jp

議会は年４回(３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
複雑な手続きは必要ありません。

役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。
次回の定例議会は、６月中旬に開会予定です。

議会を傍聴しませんか!
議会からのお知らせ

◇
印
刷
・
㈱
四
ヶ
所

　小さな子どもたちにとって、今回の地震と津波は、どんなに怖く、悲しい体験だったか図り
しれません。
　余震が来るたび泣いている子、大人の洋服をつかんでいないと眠れない子、暗くなると泣
く子など、そんなニュースを目にしました。
　人が生活していく上では、食べ物や水はもちろん大切ですが、子どもたちには安心できる
心のケアが必要です。
　そこで、軍手とタオルで作れるハ
ンドパペット(手を入れて遊ぶぬい
ぐるみ)を贈りたいと考えました。
　寂しい時、不安な時に、話しかけ
られる友達がいれば、きっと笑顔が
もどると思います。「何か役に立ち
たい」という想いで、フラダンス教
室の仲間からスタートした企画で
すが、各種団体に共感の輪をひろ
げ、目標500体のハンドパペットを
製作しています。
　みんなの心のこもったハンドパ
ペットが完成したら、宇美八幡宮で
東北地方の子どもたちの幸せと健
康を祈願して贈りたいと思います。

発起人　ひばりが丘２区
　　　　フラダンスサークルの
　　　　フラガール

東日本大震災で被災した子どもたちへ
平均年齢７０歳のフラガール達が立ちあがる！！

　ハンドパペットを贈りたい

議会だよりの
掲載写真
募集中！

議会だよりの
掲載写真
募集中！

※必ず被写体本人の承諾を得てください。
※詳しいことは、議会事務局にお問い合わ 
　せ下さい。

●テーマ　
まちで見かけたステキな風景、心
温まる情景、紹介したい催しなど。
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